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1. 結論

現時点で確認できる事実を慎重に整理すると、「AI同士が契約交渉を行う」実例はすでに存在し

ます。特に、Legal AI企業のLuminanceは、NDAについてAIエージェント同士が条項を往復修正

し、最終的に双方受入可能な契約案を作成するデモを2023年に実施し、2026年にはLegalweek

で「完全自律型のagent-to-agent contract negotiation」を企業全体へ開放するアップグレード

を発表しています。 1  2

ただし、ユーザーが関心を持つ企業間の知財ライセンス契約そのものについて、米国でAI同士

が自律交渉して締結まで完了した公開実例は、今回確認した公開情報からは見つかりませんで

した。公開情報上の実例は、主にNDA、MSA、標準的な契約レビュー・修正文言提案・契約ワ

ークフロー自動化に集中しています。一方で、StackAIなどは「Intellectual Property 

Licensing」向けのAIエージェント活用を明示しており、主要条件抽出、条項比較、リスクフラ

グ、引用付き要約、レッドライン支援など、知財ライセンスの前後工程では実装が進んでいま

す。 3  4

したがって、現実的な評価は、「AI同士の契約交渉は米国リーガルテック市場で実用化・ベータ

導入段階に入りつつあるが、知財ライセンスの複雑な経済条件・権利範囲・係争リスクまで完

全自律で交渉する段階は、少なくとも公開情報上はまだ限定的」というものです。

論点 調査結果 実務上の意味

AI同士の契約交渉

LuminanceがNDA交渉デモを実

施し、2026年に自律交渉機能の

企業展開を発表しています。 1  

2

「AIが条項を読んで交渉する」段

階は実証済みです。

知財ライセンスへの直接適用

公開実例としては、完全自律交

渉よりもレビュー、条項抽出、

リスク分析、要約支援が中心で

す。 3  4

知財ライセンスでは、まず社内

レビュー・交渉準備・プレイブ

ック照合で活用が進む可能性が

高いです。

米国法上の基盤

UETA・E-SIGNは電子エージェン

トや自動取引を前提にした規定

を持ちます。 5  6

AIによる契約形成を考える法的土

台は既に存在しますが、権限・

責任・錯誤の管理が不可欠です。

人間の関与 Luminanceは「Autonomous by 

default, human in the loop by 

完全放任ではなく、人間が基準

設定・承認・品質保証を担う設



2. 確認できた具体例: LuminanceのAI同士によるNDA交渉

最も具体的な公開例は、Luminanceの「Autopilot」または「Autonomous Negotiation」で

す。Luminanceは2026年の公式発表で、自社ツールを**「100% AI-powered, agent-to-agent 

contract negotiation」であり、「fully autonomous, with zero human intervention required」

**と説明しています。 1

2023年のデモに関するLegal Diveの報道では、LuminanceのGeneral Counsel側端末がWord添

付のNDAを受信し、Autopilotが人間の入力なしに文書を開いてスキャンし、修正を開始したと

されています。具体的には、6年の秘密保持期間を3年へ変更し、無制限責任を100万ポンドの責

任上限へ変更し、hold harmless条項を削除しました。その後、相手方側AIがliquidated 

damages条項を挿入し、Luminance側AIが直接損害に限定する文言へ置換し、最終的に第4版

で双方が受入可能な契約案となり、DocuSignへ送付されたと報じられています。 2

Digital Watchも、LuminanceのAutopilotが1億5000万件の法的文書で訓練され、NDAのような

ルーティン契約のレビュー・交渉を数分で処理する例として報じています。同記事は、デモを

「二つの仮想法主体間のNDAに関するシミュレートされた往復交渉」と位置付け、人間の関与

は最後の署名に必要だったと説明しています。 7

choice」と説明します。 1 計が実務的です。

Luminance stands alone in the legal AI industry as the only platform capable of 100% AI-

powered, agent-to-agent contract negotiation that is fully autonomous, with zero human 

intervention required.

— Luminance公式発表 1

項目 内容

対象契約 NDA

交渉主体 Luminance側AIと相手方側AI

交渉内容
期間、責任上限、hold harmless、liquidated 

damages、直接損害限定など

人間の役割 最終サインオフ、必要に応じた監督

位置づけ

2023年時点ではデモおよびベータ前段階、

2026年時点では選定顧客とのベータから全顧客

展開予定と説明



この実例は重要ですが、NDAという標準契約での実証であり、特許ライセンス、ソフトウェア

ライセンス、ブランドライセンス、データライセンスのように、権利範囲、実施許諾地域、独

占性、サブライセンス、監査、ロイヤルティ監査、表明保証、侵害補償、既存係争、標準必須

特許、FRANDなどが絡む契約とは複雑性が大きく異なります。

3. 知財ライセンス領域で実際に進んでいるAI活用

知財ライセンス分野では、AIが相手方AIと完全自律で駆け引きするというより、レビュー、抽

出、比較、リスク検出、要約、ドラフト支援が先行しています。StackAIは「Agentic AI 

Platform for Intellectual Property Licensing」を掲げ、IPライセンスチーム向けに、契約から

主要条件を抽出し、承認済みプレイブックと比較し、リスクをフラグし、引用付き要約を生成

する機能を説明しています。 3

Datagridも、IP弁護士向けにライセンス契約レビューのAIエージェント活用を解説しており、当

事者、重要日付、義務、料金、更新条項、補償条項、責任制限、非標準条項を自動抽出・分

類・評価する利用像を示しています。ただし同記事は、AIは熟練弁護士を置き換えるものでは

なく、交渉や戦略判断には人間の専門性が必要であると明示しています。 4

4. 米国法上、AIエージェント同士の契約はどこまで考えられる

か

実務工程 現在のAI活用 知財ライセンスでの利用可能性

契約レビュー
条項抽出、リスク分類、社内基

準との照合

許諾範囲、独占性、改良発明、

監査権、補償、終了条項のチェ

ックに有効です。

交渉準備
プレイブック比較、代替文言提

案、過去契約検索

自社標準から外れた条項に対し

て、交渉余地と代替案を提示で

きます。

経済条件分析
料金・ロイヤルティ・更新・監

査条項の抽出

多数契約のロイヤルティ条件比

較、監査リスク把握に向きます。

相手方との往復交渉
NDAではAI同士のデモ・ベータ

事例あり

複雑なIPライセンスでは人間承認

付きの半自律交渉から始まる可

能性が高いです。

締結・管理
DocuSign連携、リポジトリ化、

義務管理

更新期限、監査権、報告義務、

ロイヤルティ支払管理に有効で

す。



米国では、AIという言葉が現在のように普及する前から、電子エージェントや自動取引を前提

にした法制度が存在します。E-SIGN法上の「electronic agent」は、個人によるその時点でのレ

ビューまたは行為なしに、独立して行為を開始または電子記録等に応答するコンピュータプロ

グラムその他の自動手段と定義されています。 5

また、UETAを採用する州法の例としてバージニア州法を見ると、電子記録・電子署名の法的効

力は電子形式であることのみを理由に否定されないとされています。さらに、自動取引につい

ては、電子エージェント同士の相互作用により契約が形成され得るとし、個人がその行為や結

果条件を認識・レビューしていなくてもよいと規定しています。 6

Proskauerの2025年の分析も、UETA・E-SIGN・UCCが電子署名・電子記録の有効性を支える枠

組みであるとしたうえで、UETAのSection 14がAIエージェントによる契約形成を考える出発点

になり得ると整理しています。ただし同時に、現代の自律AIでは、AIの「プログラミング」と

「使用」における人間の意図がずれる可能性、AIベンダーの利用規約、錯誤、ハルシネーショ

ン、責任帰属などが未解決であると指摘しています。 8

5. 知財ライセンス実務への現実的な導入シナリオ

The term “electronic agent” means a computer program or an electronic or other 

automated means used independently to initiate an action or respond to electronic 

records or performances in whole or in part without review or action by an individual at 

the time of the action or response.

— 15 USC § 7006(3) 5

法的観点 既存枠組み 残る論点

電子契約の有効性

E-SIGN、UETAにより、電子形式

のみを理由に契約効力を否定で

きません。 5  6

契約成立、錯誤、詐欺、権限逸

脱などは一般契約法で判断され

ます。

電子エージェント

E-SIGNとUETAは、人間のその時

点のレビューなしに行動する自

動手段を想定しています。 5  

6

生成AIの自律判断が、従来のEDI

やルールベースシステムと同じ

に扱えるかは争点になり得ます。

責任帰属

UETAの発想では、電子エージェ

ントを使用した人・企業に帰属

する方向です。 8

AIベンダー、ユーザー企業、相手

方の責任分担を契約で明確化す

る必要があります。

実務統制
セキュリティ手続、監査ログ、人

間承認が重要です。 8

完全自律交渉を許す契約種別・

金額・条項範囲を事前に制限す

べきです。



知財ライセンスで最初から完全自律交渉に移行する可能性は高くありません。知財ライセンス

は、権利範囲と経済条件が事業戦略そのものに結びつき、交渉過程で相手方の事業計画、訴訟

リスク、標準化戦略、競争法リスク、輸出規制、秘密情報管理が絡むためです。むしろ、実務

では段階的導入が合理的です。

この段階的導入を前提にすると、知財ライセンス部門が今準備すべきものは、AIツールそのも

のよりも、契約プレイブック、許容譲歩範囲、承認権限、交渉ログ、例外処理、責任分担で

す。AIは過去契約から傾向を抽出できますが、何を譲れない条件とするかは企業戦略であり、人

間が明示的に定義しなければなりません。

6. 実務上の注意点

AI同士の交渉を知財ライセンスに使う場合、最も重要なのは、AIに「交渉権限」を与える範囲

を明示することです。特に、ロイヤルティ率、最低保証、独占性、サブライセンス、改良発明

の帰属、侵害補償、監査権、終了後措置、準拠法・裁判管轄は、事業価値と法的リスクに直結

します。

段階 導入形態 具体例 リスク管理

第1段階 AIによるレビュー補助

ライセンス契約の主要

条件抽出、過去契約比

較、異常条項検出

人間が全件レビュー

し、AI出力は参考情報

とする。

第2段階 AIによる交渉案作成

標準条項からの逸脱に

対する代替文言、譲歩

案、論点メモ作成

プレイブックと承認マ

トリクスを整備する。

第3段階
人間承認付き半自律交

渉

NDA、評価契約、PoC

契約、低リスクの標準

ライセンスでAIが相手

方案へ返信案を作成

送信前承認、金額上

限、禁止条項、ログ保

存を義務化する。

第4段階
限定的なAI同士の往復

交渉

標準化されたNDAや低

額ライセンスで、AI同

士がプレイブック内の

条件を調整

人間承認を最終署名前

に必須化する。

第5段階 高度な自律交渉

特許ポートフォリオや

ソフトウェアライセン

スの複数条件をAIが最

適化

取締役会・法務・知

財・事業部門のガバナ

ンスが前提となる。

リスク 具体的問題 対応策



7. 最終評価

「米国ではAI同士が知財ライセンス交渉をまとめている」という話は、表現としてはやや先走

りです。正確には、米国リーガルテック市場では、AIエージェントによる契約レビュー・交渉

支援・NDAレベルの自律交渉が実証・ベータ展開されており、知財ライセンス分野でもAIエー

ジェントによるレビュー、リスク分析、プレイブック照合、条項提案が商用化されています。

1  3  4

一方で、米国法には電子エージェント同士の契約形成を支える制度的土台があり、UETAやE-

SIGNの枠組みは、AIエージェントによる契約実務の拡大と相性があります。 5  6  そのため、

今後、標準化された低リスクのライセンス契約から、AI同士の半自律交渉が進む可能性は十分

にあります。

企業の知財部門・法務部門にとっての実務的な結論は、「すぐにAIへ知財ライセンス交渉を丸投

げする」のではなく、「契約データ、プレイブック、承認権限、交渉ログ、秘密情報管理を整備

し、NDAや低リスク契約から人間承認付きで試行する」ことです。完全自律交渉の未来は現実

味を帯びていますが、知財ライセンスの中核交渉では、当面はAIが交渉担当者の判断を補強

し、人間が最終的な戦略判断と承認責任を負う形が主流になると考えられます。
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